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環日本海交流圏フォーラム・北東アジア経済会議の概要と新潟における北東アジア関連の動向・成果 
環日本海交流圏フォーラム 
（1990 年 2 月 16～17 日） 

環日本海交流圏新潟国際フォーラ

ム（1991 年 2 月 8～9 日） 
環日本海交流圏新潟国際フォーラ

ム’92（1992 年 2 月 7～8 日） 
【メインテーマ】 
環日本海交流圏の発展を目指して 

【メインテーマ】 
拠点・新潟の更なる飛躍を目指し

て 

【メインテーマ】 
世界にはばたく環日本海交流圏と

新潟の役割 
【基調報告】 
・海洋資源の有効利用と国際協同

調査の必要性について 
新潟大学教授 本間義治 

・地中海国際管理の仕組みと経験

について（国際閉鎖水域協同管

理の先例） 
新潟大学教授 黒沢 満 

・環日本海文化圏の発展について 
 上越教育大学教授 加藤 章 
【講演】 
・環日本海交流圏の発展について 
 アジア経済研究所理事 林信一 
・環日本海圏の将来と新潟の役割 
 京都大学教授 矢野 暢 
【分科会】 
①情報：交通圏情報の集め方 
②歴史：環日本海圏のこれまでの

条件 
③比較：環日本海圏諸都市の都市

間比較 
④社会：世界における新潟の位置

付け 
【シンポジウム】 
・環日本海交流圏の発展を目指し

て 

【基調報告】 
・東北アジアの経済体制について

～環日本海経済圏の制度環境～ 
 黒龍江大学教授 熊映梧 
・韓ソ経済協力～韓国人の視点～ 
 韓国科学技術政策センター主任

研究員 鄭聖哲 
・環日本海交流圏における協調の

基礎としての海洋学調査 
 ソ連科学アカデミー太平洋海洋

研究所副所長 A.A.アレクセエ

フ 
・朝鮮における社会主義経済建設

の現状と対外経済交流の課題 
 朝鮮大学校政治経済学部教員

姜日天 
【基調講演】 
・環日本海協力をめぐる諸問題と

豊かな可能性～ソ連側の事前評

価～ 
 ソ連科学アカデミー世界経済国

際関係研究所太平洋部長 V.I.
イワノフ 

【分科会・専門家会議】 
①交流：環日本海における人、物、

情報、文化などの交流 
②自然科学・資源：日本海及び日

本海沿岸地域についての資源管

理、環境保全などに関する学術

研究の交流 
③経済開発：環日本海諸国や欧州

との経済交流 
【シンポジウム】 
・拠点・新潟の更なる飛躍を目指

して 

【基調報告】 
・東北アジアの経済協力の可能性

について 
 遼寧省政府経済研究センター副

主任 孫仁友 
 北朝鮮対外文化連絡協会研究員

李京男 
・環「日本海」の新経済秩序 
 慶北大学経済学科教授・国際東

北アジア研究会代表 金永鎬 
・ロシア経済改革の諸問題ならび

にロシア極東地域と環日本海交

流圏諸国の経済協力見通し 
 ロシア科学アカデミー世界経済

国際関係研究所日本・太平洋地

域研究センター長 V.V.ザイツ

ェフ 
【基調講演】 
・環日本海交流圏への展望 
 ビジネス＆マネジメント誌辺州

顧問 S.メンシコフ 
【分科会】 
①経済：環日本海交流圏における

経済交流の課題と展望 
②自然・環境：環日本海地域の自

然界～資源をテーマとし

て～ 
③交流：環日本海交流圏の形成に

向けた自治体外交の現状

と課題 
【シンポジウム】 
・世界にはばたく環日本海交流圏

と新潟の役割 

【動向・成果】（1989 年度） 
・日本海国際シンポジウム開催

（1989.9） 

【動向・成果】（1990 年度） 
・「新潟県国際化推進プラン 21」

（1990.6） 
・ロシア極東経済視察団派遣

（1990.9） 
・新潟県黒龍江省経済交流ミッシ

ョン派遣（1990.10） 
・新潟県ソウル事務所設置

（1990.10） 
・東南アジア航路=ACL（1991.1） 
・ユーラシア投資環境整備㈱設立

（1991.3） 

【動向・成果】（1991 年度） 
・ソ連極東シベリア見本市

（1991.4） 
・イルクーツク航空路（1991） 
・釜山航路=高麗海運（1991.9） 
・日韓企業交流会（1991.10） 
・韓国国際観光展参加（1991～） 
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環日本海交流圏新潟国際フォーラ

ム’93 ｲﾝ新潟（1993 年 2 月 18～
19 日） 

環日本海交流圏新潟国際フォーラ

ム’94（1994 年 2 月 17～18 日） 
第 5 回北東アジア経済フォーラム

新潟国際会議（1995 年 2 月 16～
17 日） 

【メインテーマ】 
環日本海交流圏発展のシナリオと

地域の役割 

【メインテーマ】 
21 世紀のフロンティア 環日本

海経済圏の発展を目指して 

【メインテーマ】 
北東アジアの地域開発と経済交流

の意義と展望 
【基調講演】 
・環日本海諸国発展の展望、現状

とその予測 
 ロバート・パネロ・アソシエイ

ツ社長 ロバート・パネロ 
【分科会】 
①経済：環日本海経済交流の現状

と将来発展ビジョン 
②交流：環日本海交流圏の発展に

向けた自治体の役割 
③水産：環日本海の水産交流につ

いて 
④総括：環日本海時代の実現に向

けて 
【記念シンポジウム】 
・環日本海経済協力の可能性 

【基調講演】 
・環日本海経済圏の課題と今後の

展開 
(財)環日本海経済研究所理事長

（ERINA） 金森久雄 
【特別講演】 
・アジア太平洋地域における協力

の展望 
 カリフォルニア大学バークレー

校名誉教授 ロバート・スカラ

ピーノ 
【分科会】 
①経済開発：北東アジアにおける

経済発展と産業構造－開発のガ

イドラインを求めて 
②経済の交流：環日本海経済交流

の現状と課題－ロシア極東地域

への企業進出のケーススタディ

を中心に 
【記念シンポジウム】 
・環日本海経済圏の課題と今後の

展開 

【基調講演】 
・アジア太平洋協力－日本の視点 
 特命全権大使（日朝国交正常化

交渉政府代表、アジア太平洋協

力担当） 遠藤哲也 
・北東アジアの経済協力－韓国の

視点 
 韓国産学協同財団理事長・韓国

貿易協会名誉会長（元国務総理）

ナム・ドクウー 
【セッション】 
①北東アジア経済開発の展望 
②図們江流域開発等の開発計画 
③北東アジア開発の金融政策 
④企業間の国際協力 
⑤総括会議 
第1部 行動計画に向けて 
第2部 セッション報告 

【動向・成果】（1992 年度） 
・環日本海新潟賞制定（1992～） 
・環日本海新潟駅伝競走大会開催

（1992～） 
・日韓企業交流会（1992.10） 
・新潟港・ウラジオストク港姉妹

港協定締結（1992.11） 
・日本海海洋資源等研究開発機構

設立促進（水産技術交流：1992
～） 

・職業訓練（1992～） 
・第 1 回環日本海環境協力会議開

催（1992.10） 

【動向・成果】（1993 年度） 
・ERINA 設立（1993.10） 
・ウラジオストク航空路（1993） 
・ウラジオストク客船航路 

（1993） 
・ハルビン直行チャーター便「県

民の翼」派遣（1993.10） 
・「環日本海新航路開発に関する調

査」（ザルビノ港整備構想）

（1993 年度） 
・琿春・図們江地区開発説明会開

催（1993） 
・「第五次新潟県長期総合計画」策

定（1994.3） 
・「新潟県国際協力推進大綱」策定

（1994.3） 
・ロシアへの中小企業支援（金属

加工）（1993～） 

【動向・成果】（1994 年度） 
・釜山航路=興亜海運（1994.7） 
・ロシア極東シベリア物産展

（1994.7） 
・ロシア連邦総領事館開設

（1994.9） 
・ロシア極東にて市場経済化セミ

ナー開催（1994.10） 
・第 2 回日露極東知事会議開催

（1994.11） 
・ザルビノルート説明会開催

（1994） 
・中国新航路開設促進新潟県代表

団派遣（1994） 
・中国新航路活用セミナー開催

（1994） 
・ザルビノ港整備技術検討委員会

開催（1994） 
・県国際交流課に「環日本海企画

室」設置（1994.4～） 
・ロシアへの中小企業支援（木材

加工）（1994～） 
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新潟・北東アジア経済会議’96 
（1996 年 2 月 7～9 日） 

新潟・北東アジア経済会議’97 
（1997 年 1 月 27～29 日） 

新潟・北東アジア経済会議’98 
（1998 年 2 月 17～19 日） 

【メインテーマ】 
北東アジアの経済協力・経済交流

－構想から実践に向けて 

【メインテーマ】 
北東アジアの経済協力・経済交流

－構想から実践に向けて 

【メインテーマ】 
北東アジアの経済協力・経済交流

－構想から実践に向けて 
【基調講演】 
・北東アジア諸国の開発促進－協

力の枠組み 
国際連合事務次長（開発支援管

理局担当） 冀朝鋳 
・環日本海経済発展への道筋 
丸紅㈱取締役会長 春名和雄 

【セッション】 
①図們江地域開発の現状と展望 
②経済特区の現状と課題 
③北東アジアにおける企業投成功

の条件 
④水産業における日ロ経済協力の

あり方（分科会） 
⑤総括セッション 

【基調講演】 
・21 世紀の北太平洋地域の構想 
 プリンストン大学教授・日米研

究所長 ケント・カルダー 
・北東アジアにおける多国間枠組

みの展望と課題 
 (財)日本国際問題研究所理事長

松永信雄 
【セッション】 
①北東アジアの交通インフラ 
②中国東北部の農業協力 
③北東アジアのエネルギー資源開

発 
④総括セッション 

【基調講演】 
・北東アジアにおける経済協力の

拡大に向けて 
 韓国中央大学校国際大学院特任

教授 羅雄培 
・北東アジアの経済発展 
 日本輸出入銀行副総裁 南原

晃 
【セッション】 
①北東アジアと東南アジア 
②北東アジアの輸送ネットワーク 
③北東アジアにおける経済発展と

環境問題 
④日本海沿岸地域の強化と連携

（分科会） 
⑤総括セッション 
【関連行事】 
・北東アジアの観光資源紹介 

【動向・成果】（1995 年度） 
・中国航路=民生神原（1995.5） 
・直江津－丹東・大連航路=丹東

国際コンテナ有限公司

（1995.6） 
・新潟県輸出手形損失補償制度創

設（1995.7～） 
・ロシア官民合同ミッション派遣

（1995.8） 
・直江津－釜山航路=高麗海運

（1995.10） 
・黒龍江省との相互の常設展示場

開設（1995.11） 
・東アジア酸性雨モニタリングネ

ットワーク専門家会合

（1995.11） 
・新潟空港 2500m 滑走路供用開

始（1996.3） 
・新潟県訪中代表団長春・琿春訪

問（1995） 

【動向・成果】(1996 年度) 
・「ザルビノ港整備計画調査報告

書」（1996） 
・第 28 回日韓・韓日民間合同経

済委員会開催（1996.4） 
・新潟港・大連港友好合作協議書

調印（1996.6） 
・新潟空港新旅客ターミナル完成

（1996.7） 
・吉林省にて秋田、鳥取、島根と

合同で製品技術展覧会開催

（1996.8） 
・北東アジア地域自治体連合設立

（1996.9） 
・新潟県・中国東北地域経済ミッ

ション派遣（1996.9） 
・釜山航路=汎洋商船（1997.2） 
・新潟県大連経済事務所設置

(1997.3) 

【動向・成果】(1997 年度) 
・東南アジア航路=南泰国際

（1997.4） 
・東南アジア航路=興亜海運

（1997.6） 
・北東アジア地域交流の船

（1997.9） 
・第 6 回環日本海環境協力会議開

催（1997.10） 
・大連・新潟フェア開催（1997.10

～） 
・吉林省へ技術協力交流団派遣

（1997） 
・北東アジア経済交流地域連絡会

発足（1998） 
・中ロ国境通過に関する実態調査

（1998.3） 

 



 4

 
新潟・北東アジア経済会議’99 
（1999 年 2 月 8～10 日） 

新潟・北東アジア経済会議 2000 
（2000 年 1 月 26～27 日） 

北東アジア経済会議 2001 ｲﾝ新潟 
（2001 年 2 月 8～9 日） 

【’99 テーマ】 
開かれた経済圏の形成と新たな協

力を目指して 

【2000 テーマ】 
21 世紀－。北東アジアに多国間協

力の幕が開く。 

【2001 テーマ】 
新世紀。加速するパートナーシッ

プ。 
【基調講演】 
・北東アジアにおける持続可能な

発展に向けて 
 ペンシルベニア大学名誉教授 

ローレンス・クライン 
・開かれた北東アジア経済圏を目

指して 
 一橋大学教授・日本貿易振興会

理事・アジア経済研究所所長 

山澤逸平 
【セッション】 
①北東アジアの国際輸送システム 
②北東アジアの地域開発と環境協

力 
③北東アジアへの投資誘致 
④総括セッション 
【関連行事】 
・貿易・投資セミナー（黒龍江省

へのビジネスチャンス） 

【基調講演】 
・北東アジアの多国間協力に向け

て－ADB の経験から－ 
 前アジア開発銀行総裁・㈱第一

生命経済研究所特別顧問 佐藤

光夫 
【特別講演】 
・アジア経済回復の課題と見通し 
 中国国務院発展研究センター 
アジア・アフリカ発展研究所所

長 史敏 
【セッション】 
①北東アジアから世界への回廊 
②北東アジアの地球温暖化防止 
③中小企業の国際展開と北東アジ

ア 
④総括セッション－宣言文採択 
【組織委員会】 
・北東アジア経済会議組織委員会

設立会議 

【基調講演】 
・21 世紀の北東アジア地域におけ

る多国間協力のあり方 
 日本国際問題研究所理事長・早

稲田大学アジア太平洋大学院教

授 小和田恆 
【特別講演】 
・台頭する北東アジア：1990 年代

の成果と課題 
 ロシア連邦国家評議会幹部会

員・極東ザバイカル協会会長・

ハバロフスク地方知事 ヴィク

トル・イシャーエフ 
【セッション】 
①北東アジアの物流ネットワーク 
②北東アジアにおける環境産業の

振興 
③転換期の北東アジアにおける貿

易・投資の促進 
④多国間協力の枠組み 
⑤総括セッション－宣言文採択 
【組織委員会】 
・第 3 回全体会 
・第 2 回運輸・物流常設分科会 
【関連行事】 
・中国東北・食材展示商談会 
・にいがた冬・食の陣参加事業 

【動向・成果】（1998 年度） 
・上海・西安航空路（1998） 
・ハルビン航空路（1998） 
・環日本海新潟賞奨励賞制定

（1998～） 
・吉林省開発・投資セミナー開催

（1998） 
・国際交流推進プログラム（H11
～H12）（1998.4） 

・東アジア酸性雨モニタリングネ

ットワークセンター試行稼動

（1998.4～） 
・東アジア大気環境シンポジウム

（1999.1） 
・環日本海農業技術協力 
（1998～） 

・SLB 活性化調査（1998） 

【動向・成果】（1999 年度） 
・新潟空港に燻蒸庫完成 
（1999.7） 
・北東アジア航路（羅津航路）=
東龍海運（1999.8） 

・北米航路ポートセールス派遣

（2000.1） 
・サハリン天然ガスパイプライン

導入調査(1999 年～) 

【動向・成果】（2000 年度） 
・シベリア極東観光開発ミッショ

ン派遣（2000.5） 
・新潟環日本海研究ネットワーク

設立（2000.7） 
・ハバロフスク貨物空路再開

（2000.9） 
・東アジア酸性雨モニタリングネ

ットワークセンター完成

（2000.9） 
・「新潟県の新しい長期計画」策定

（2000） 
・カムチャッカ直行チャーター便

（2000） 
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北東アジア経済会議 2002 イン新潟 
（2002 年 1 月 28～29 日） 
【テーマ】 
繋がる未来、はばたく 2002。 

【基調講演】 
・北東アジア経済の新発展に向けて

－日ロ経済関係を中心に－ 
 ロシア東欧貿易会会長・東京三菱

銀行相談役 高垣佑  
【特別講演】 
・北東アジア地域協力と中国の

WTO 加盟 
 対外貿易経済合作部副部長 龍

永図 
【パネル・専門家会合・セミナー】 
①IT 時代のビジネスモデル＠北東

アジア 
②北東アジアの開発資金供給スキ

ームと日本の協力 
③北東アジア輸送回廊構想の実現

に向けて 
④北東アジアにおける環境産業：民

間活力による環境の保全と再生 
⑤北東アジア地域のエネルギー協

力：天然ガスの役割 
⑥北東アジアの貿易・投資環境

2001-2002 
⑦総括セッション（宣言文採択） 
【組織委員会】 
・第 5 回全体会 
・第 4 回運輸・物流常設分科会 
【関連行事】 
・地域協力専門家会合 
・中国東北・食材セミナー 
・第 2 回中国東北・食材展示商談会 
【動向・成果】（2001 年度） 
・日韓交流新時代新潟フォーラム開

催（2001.5） 
・新潟で第 18 回日ロ沿岸市長会議

開催（2001.8） 
・新潟－ソウル便機材大型化

（2001.9） 
・東北経済連合会訪中団（2001.9） 
・中国 WTO 加盟（2001.12） 
・北東アジア輸送回廊構想発表

（2002.1） 
・中国東北三省社会科学院・ERINA
学術協力協定調印（2002.1） 
・韓国交通開発研究院・ERINA 交

流協定調印（2002.1） 
 
 



図 環日本海諸国図(「逆さ地図」) 

 


